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赤分団の応援合戦の様子＝５月１９日 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学校教育目標 「自分で考え判断し行動する、自律した生徒の育成」 

 川中 TIMES 
Trying for your dreams 

多くの保護者・来賓の皆様に来校していた

だき、生徒による自主的な創作・運営による

第 66回体育大会を数年ぶりに制限せずに開

催することができました。全体練習はわずか

５日間でしたが、生徒達は自分達で考え練習

し、当日は「全力で楽しみ」見事な体育大会

を完成させてくれました。競走後に違う団の

選手とお互いを称え合う姿に心打たれまし

た。そして、川中生の底力を実感することが

でき、中学生の可能性は無限大であることを

改めて認識しました。 

保護者の皆様には暑い中、マナーのある観

戦とともに、大会後の片付けまでお手伝いし

ていただき、大変感謝しております。 

学校だより 

選手宣誓の様子＝５月１９日 於 本校グラウンド 

【赤分団】３年生リーダーKHさん 

 １，２年生に上手く教える方法を考えなが

ら、自分なりに全力で声を出すことができまし

た。結果的には優勝できなかったけど、円陣な

どで団結力を高め、どの団よりも声をだすこと

ができました。みんなが演舞の質を高めるため

に頑張れていたことが本当に嬉しかったです。

赤団、ありがとう！ 

２年生リーダーYTさん 

応援リーダーとして、演舞を覚えたり、人に

教えたりすることが思っていたより難しくて大

変でした。しかし先輩がわかりやすく教えてく

ださったので自信をもってみんなに教えること

ができました。この経験を生かし来年はみんな

から頼りにさせる先輩になりたいと思います。 

団長の岸川心菜です。体育大会まであと１週間しかな

いですが、団長として、みんなを引っ張っていき、総

合優勝できるように頑張ります。初めてのことばかり

で悩むこともありましたが、応援リーダーみんなが協

美術部作成のスローガン横断幕＝５月１９日 

美術部部長のコメント（KRさん） 

 体育大会のスローガン作製にあたっては、思い出に残

る体育大会にしたいという気持ちを込めて、部員一同真

剣に取り組みました。みんなの思い出に残る体育大会に

なり、よかったです。 



黄分団の応援合戦の様子＝５月１９日 

青分団の応援合戦の様子＝５月１９日 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【黄分団】３年生リーダーNHさん 

今年の体育大会は１，２年生の頃に比べて

応援リーダーや副実行委員長をして忙しかっ

たです。でも応援リーダーに選んでもらい、

放課後を使って演舞を覚えている時や団の人

たちに教えていた時間はとても楽しかったで

す。応援合戦は、練習を重ね最後は総合優勝

できました。最高の思い出になりました。 

２年生リーダーNKさん 

 ３年生は、体育大会での優勝を目指して、

団全体をまとめることができるよう早くから

一生懸命練習に取り組み、自ら積極的に行動

していたことはとてもすごいと思いました。

来年は私たちが今の３年生みたいに引っ張っ

ていけるように頑張りたいです。 

   

【青分団】３年生リーダーYAさん 

 私は、応援リーダーになってたくさんの経験を

することができました。特に応援合戦の振り付け

では、みんなに教えるのは思った以上に難しかっ

たです。青団全員が頑張ってくれたおかげで、応

援優勝を取ることができました。最高の体育大会

でした。 

２年生リーダーKCさん 

３年生の先輩方は、団のために体育大会３週間

前から練習を始め、体育大会前日までたくさんの

準備をしてくださいました。３年生の姿を見てと

ても頼もしいなと思いました。来年はさらに成長

し、団のみんなを引っ張っていけるような３年生

になりたいです。 

   

 《来賓の皆様からコメントをいただきました》 

○応援合戦が素晴らしかった。５日間でよく仕上がっていた。応援の内容はすべてリーダーが考えているとはすごい。

○真剣さに心打れた。競技する態度がよく、みんな楽しそうだった。自分たちでやっている感じが伝わってきた。 

○生徒がまとまっている。観に来てよかった。 ○保護者の参観も多く、子供を応援する姿が心に残った。  

 ５月２９日（水）に生徒総会が開催されました。生徒会長の KH さん

から、「これまでを振り返り、これからの学校生活に関することで、みな

さんでより良い川副中学校を創っていきましょう」と挨拶がありまし

た。校長講評では、県内の高校においてクラスマッチの種目にみんなが

楽しめるようボッチャを採用したことや、岡山県内の高校で、頭髪規定

について生徒たちの行動によって見直しが図られたことを例に、「川副

中でも主役である生徒が学校を創り上げてほしい」と伝えました。 

冊子=TK さん(３－３)作 


